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第4章 基本的な対応方針

日南海岸サイクルツーリズム構想（案）構成図

第2章 日南海岸の現状と課題

第１節 日南海岸が有する多様な地域資源

①南国宮崎を象徴する自然豊かな景観資源
• 日南海岸は鬼の洗濯岩、堀切峠、いるか岬、都

井岬などの著名な景勝地で形成
• 青島、御崎馬は国の天然記念物が存在
• フェニックスなどの亜熱帯植物の宝庫
• ハイビスカスなどの鮮やかな花々が多数生息

• 道路は日南ﾌｪﾆｯｸｽﾛｰﾄﾞの愛称で親しまれ、日南
海岸きらめきラインとして日本風景街道に登録

第２節 サイクルツーリズムの気運の高まり

②神話をはじめとした歴史文化が醸成した個性
的な観光資源

• 青島神社、鵜戸神宮をはじめとする有名な歴史
文化資源が点在

• 飫肥城跡周辺や堀川運河、杉村金物本店、旧軽
便鉄道など歴史的魅力の高い資源も存在

• 道の駅「なんごう」「酒谷」「フェニックス」、港の駅
「めいつ」 も個性ある観光資源

①国内におけるサイクルツーリズムの普及
• 瀬戸内しまなみ海道や宇都宮市の「ジャパンカップ」
など先進地域では取組拡大

• サイクリングと観光を結び付けた地域振興の新たな
取組の普及拡大

②日南海岸におけるサイクリング利用拡大の兆し
• 需要拡大への地域の機運の高まり

• 近年継続開催するイベントを通した参加者と地域
の交流や地域の一体的な取組によるにぎわい創
出、ぽたりんぐ等実施への動き

• クルーズ船寄港によるインバウンド観光における将
来的な活用可能性への期待やサイクルトレインな
ど利便性向上への多様な機関と連携した取組

第3章 目指す将来像

第1節 日南海岸の多様な地域資源を有機的に結びつけたサイクリングルートの提供 （5つの視点）

①レベルを考慮 ②魅力スポットをつなぐ ③全路線が候補 ④エリア特色を反映 ⑤安全性・快適性

・国内外のサイクリストへ情報発信不足
・サイクリスト受入体制づくりへの方向転換

課
題

⇒サイクルツーリズムにおける地域ブランドを確立して日南海岸の賑わい創出を図る

①日南海岸の実情に応じた自転車走行空間の整備
• 既存道路用地を活かした整備推進
• 走行環境を向上させる新技術の活用推進

②サイクリストのニーズに配慮したサポート環境の拡充
• 様々なシーンを想定したサポート環境の整備推進
• サイクリングロードを案内・誘導するサイン整備推進

③サイクリストの利便性を高める取組の推進
• 多様な媒体で有益情報を発信する仕組みや気軽に自

転車を乗入れできる利便性の高い地域づくり促進
• 初心者から上級者まで気軽にｻｲｸﾙできる取組促進

④地域交流による憩いやくつろぎサービスの提供
• 国内外ｻｲｸﾘｽﾄが憩い、くつろぐことができる場づくり

“おもてなし”サービスに関する情報発信の促進

⑤サイクルイベントの充実・拡大による交流の促進
• 既存大会の運営促進及びイベント開催の波及効果を

効果的に取り込めるような地域の一体的な取組促進

⑥サイクルツーリズムの普及・拡大を通した地域振興の
新たな取組

• 官民一体となった新たな取組や地域とサイクリストの
交流の橋渡しを担う人材育成の促進

第2節日南海岸サイクルツーリズムを支える広域的かつ総合的な取組の推進

• 上級者、中級者、
初級者の３レベル
を考慮

• 発着地を鉄道駅や
港とし、魅力スポッ
トを周遊

• 国道220号を基軸

に、県道、市道など
全路線を候補

• 日南海岸の特色を
感じ、魅力を満喫し
てもらえる内容

• 特殊部は迂回路を
設定し、安全性と
快適性に配慮

①明確化された自転車走行空間と確立された走行サポート環境 魅力あるサイクリングロードのある地域

②サイクリスト増加による新たな需要拡大 ｻｲｸﾘｽﾄ来訪による新たに需要が拡大する地域

③魅力再発見による新たな観光スタイル創出 何度も訪れたくなる魅力ある地域

第1章 はじめに
①策定の意義：広域的かつ総合的な観点から重点的に取組むべき対応方針を明確化した構想を策定
②対象エリア：日南海岸を縦走する国道220号、448号を基軸に、両線に接続する県道、市道等も含む

第1節 日南海岸サイクルツーリズムの実現に向けた基本理念

第２節 目指す将来像

第5章 構想の実現に向けて ・短中長期な視点で多様な主体と連携した効率的かつ重点的な取組推進

第３節 将来像を描く計画期間

今後概ね10年間
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日
南
海
岸
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
構
想
（
案
）
説
明
図
表

本
説

明
図

表
は

、
必

ず
し

も
構

想
本

文
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
内

容
に

限
っ

た
も

の
で

は
な

く
、

構
想

本
文

の
イ

メ
ー

ジ
を

理
解

し
易

く
す

る
た

め
に

本
構

想
の

趣
旨

を
踏

ま
え

て
参

考
と

し
て

提
示

し
て
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る

も
の

で
す

。
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第
１
章

は
じ
め
に

1
.構

想
策

定
の
意

義
2
.構

想
の
対
象
エ
リ
ア

こ
の
機
運
を
更
に
増
進
さ
せ
る
た
め
、
風
光
明
媚
な

日
南
海
岸
を
縦
走
す
る
国
、
県
、
市
道
等
を
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
と
位

置
付

け
、
そ
の
利

用
を
促

進
さ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
の
要
請
に

応
え
て
い
く
た
め
、
広
域
的
か
つ
総
合
的
な
観
点
か

ら
日
南
海
岸
の
今
後
の
自
転
車
利
用
環
境
の
形
成

に
関
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
な
対
応

方
針
を
明
ら
か
に
す
る
日
南
海
岸
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
構
想
を
策

定
す
る
も
の
で
あ
る
。


日
南
海
岸
を
縦
走
す
る
国
道
2
2
0
号
、
4
4
8
号
を
基

軸
に
、
両
線
に
接
続
す
る
県
道
、
市
道
等
も
含
む

近
年
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
日

南
海

岸
に
お
い
て
も
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
走
行
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
国
道
2
2
0
号
を
基
軸
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
「グ

レ
イ
ト
ア
ー
ス
宮
崎
ラ
イ
ド
」に

は
県

内
外
か
ら
多
く
の
参

加
が
あ
る
な
ど
、
盛

り
上

が
り
を

見
せ
て
い
る
。
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日
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ム
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会
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第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題

第
１
節

日
南
海
岸
が
有
す
る
多
様
な
地
域
資
源

都
井
岬
（御

崎
馬
）

鬼
の
洗
濯
岩

【
国
の
天
然
記
念
物

】

青
島

亜
熱

帯
性

植
物

群
落

【特
別

天
然

記
念

物
】

1
.南

国
宮
崎
を
象
徴
す
る
自
然
豊
か
な
景
観
資
源


日
南
海
岸
は
鬼
の
洗
濯
板
、
堀
切
峠
、
い
る
か
岬
、
都
井
岬

（御
崎
馬
）等

著
名
な
景
勝
地
で
形
成


海
岸
線
沿
線
の
道
路
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
な
ど
亜
熱
帯
植
物
の
宝
庫


国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
青
島
や
御
崎
馬
、
特
別
天
然
記
念
物
の
青
島
亜
熱
帯
性
植
物
群
落


“南

国
宮
崎
”
と
称
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
花
々
や
雄
大
な
海
や
空

い
る
か
岬

写
真

：
日

南
海

岸
地

域
シ
ー
ニ
ッ
ク
・

バ
イ
・ウ

ェ
イ
推
進
協
議
会
Ｈ
Ｐ

写
真
：宮

崎
市
観
光
協
会

写
真

：串
間

市
観

光
協

会

写
真

：宮
崎

市
観

光
協

会

南
国
日
南
の
風
景
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第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題


宮
崎
市
か
ら
日
南
市
を
経
て
鹿
児
島
県
に
至
る
海
岸
線
は
日
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定


国
道
2
2
0
号
な
ど
は
「
日

南
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
」の

愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る


「日

南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
」と

し
て
日
本
風
景
街
道
に
も
登
録

日
南
海
岸
国

定
公

園
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン

国
道
2
2
0
号
日
南
ﾌ
ｪﾆ

ｯｸ
ｽ
ﾛ
ｰ
ﾄﾞ

1
.南

国
宮
崎
を
象
徴
す
る
自
然
豊
か
な
景
観
資
源
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第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題


“神

話
の
ふ

る
さ
と
宮

崎
”を

象
徴
す
る
青
島
神
社
、
鵜
戸
神
宮

な
ど
歴
史
文
化
資
源
が
点
在


日
南
市
北
郷

町
の
潮
獄
神
楽
な
ど
神
話
に
ゆ
か
り
あ
る
神
社

も
多
数


重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
る
飫
肥
城
跡
及
び
武
家
屋
敷
周
辺
地
区

2
.神

話
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
文
化
が
醸
成
し
た
個
性
的
な
観
光
資
源

青
島
神

社
鵜
戸
神
宮

写
真
：日

南
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ

飫
肥

城
跡

写
真
：日

南
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ

写
真
：宮

崎
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
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第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題


南
宮
崎
か
ら
青
島
を
経
由
し
、
内
海
ま
で
の
海
岸
線
を
運
行
し
て
い
た
旧
軽
便
鉄
道


日
南
市
油
津

の
老
舗
杉
村
金
物
本
店
の
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
倉
庫
や
油
津
赤
レ
ン
ガ
館
や
油
津
の

町
並
み
と
堀
川
運
河
沿
い
の
歴
史
的
風
致


3
つ
の
道
の
駅
「な

ん
ご
う
」、

「酒
谷
」、

「フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」や

港
の
駅
「め

い
つ
」等

個
性
あ
る
資
源

道
の
駅

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

港
の
駅

め
い
つ

道
の
駅

な
ん
ご
う

旧
軽
便

鉄
道

杉
村
金
物
本
店

油
津
赤
レ
ン
ガ
館

道
の
駅
酒
谷

堀
川

運
河

2
.神

話
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
文
化
が
醸
成
し
た
個
性
的
な
観
光
資
源

写
真
：日

南
市
観
光
協
会

写
真
：宮

崎
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ

写
真
：日

南
市
観
光
協
会

写
真

：日
南

市
観

光
協

会
写

真
：日

南
市

観
光

協
会

写
真
：日

南
市
観
光
協
会

写
真

：日
南

市
観

光
協
会
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第
2
節

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
気

運
の
高

ま
り

第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題

1
.国

内
に
お
け
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普

及


愛
媛
県
今
治
市
と
広
島
県
尾
道
市
を
結
ぶ
「瀬

戸
内
し
ま
な
み
海
道
」は

海
を
渡
る
自
転
車
道


独
自
性
を
活
か
し
た
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
受
入
に
向
け
官
民
一
体
で
取
組


栃
木
県
宇
都
宮
市
で
は
、
経
済
効
果
の
大
き
い
「ジ

ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
」を

毎
年
開
催

▲
ジ

ャ
パ

ン
カ

ッ
プ

（
宇

都
宮

市
）

▲
琉

球
新

報
新

聞
（
2
0
1
5
年

1
2
月

1
8
日

）

▲
瀬

戸
内

し
ま

な
み

海
道

国
土

交
通

省
資

料
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第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題


北
海
道
で
は
民
間
主
導
で
地
域
の
魅
力
を
つ
な
い
だ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
企
画


奈
良
県
で
は
ス
タ
ン
ド
な
ど
受

入
施

設
が
充

実
し
た
休
憩
所
の
認
定
や
情
報
発
信
を
展
開


岐
阜
県
飛
騨

高
山

で
は
、
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
の
育
成
を
推
進

サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
観

光
を
結

び
つ
け
た
地

域
振

興
の
新

た
な
取

組
と
な
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
動

き
が
全

国
に
拡

大
中

1
.国

内
に
お
け
る
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普

及

北
海
道

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

奈
良
県

休
憩
施
設
情
報
発
信

岐
阜
県

里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド

出
典

：
L
e
t‘

s 
ほ

っ
か

い
ど

う
そ

ら
ち

+
い

し
か

り
de

 サ
イ

ク
リ

ン
グ

Ｈ
Ｐ

出
典

：
奈

良
県

自
転

車
利

用
総

合
案

内
サ

イ
ト

出
典

：
飛

騨
里

山
サ

イ
ク

リ
ン

グ
Ｈ

Ｐ
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▲
宮

崎
日

日
新

聞
（
2
0
1
5
年

1
2
月

1
5
日

）
▲

宮
崎

日
日

新
聞

（
2
0
1
5
年

1
2
月

5
日

）

第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題

2
.日

南
海

岸
に
お
け
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
利

用
拡

大
の
兆

し


野
島
神
社
は
安
全
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
祈
願
す
る
飫
肥
杉
を
使
用
し
た
お
守
り
作
製


ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
Ｎ
Ｔ
Ｃ
拠
点
と
し
て
シ
ー
ガ
イ
ア
が
指

定


サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
「グ

レ
イ
ト
ア
ー
ス
宮
崎
ラ
イ
ド
」
を
２
０
１
２
年
か
ら
毎
年
開
催

▲
グ

レ
イ

ト
ア

ー
ス

宮
崎

ラ
イ

ド
2
0
1
5
チ

ラ
シ

12




串
間
市
で
は
「わ

く
わ
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
in
く
し
ま
」を

2
0
1
5
年
か
ら
開
催


日
南
市
で
は
、
市
内
回
遊
性
向
上
を
目
的
に
“
ぽ
た
り
ん
ぐ
”を

テ
ー
マ
に
し
た
社
会
実
験
展
開

第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題

▲
わ

く
わ

く
サ

イ
ク

リ
ン

グ
in

く
し

ま

2
.日

南
海

岸
に
お
け
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
利

用
拡

大
の
兆

し

▲
日

南
市

“
ぽ

た
り

ん
ぐ

”
社

会
実

験

13




増

加
す
る
油

津
港

の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
客
を
取
込
む
、
将
来
的
な
自
転
車
活
用
可
能
性
へ
期
待


2
0
1
3
年
に
Ｊ
Ｒ
日
南
線
で
の
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
社

会
実

験
に
よ
り
他
機
関
連
携
へ
の
動
き

第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題

▲
油

津
港

の
ク

ル
ー

ズ
船

ク
ァ

ン
タ

ム
・
オ

ブ
・
ザ

・
シ

ー
ズ

セ
レ

ブ
リ

テ
ィ

・
ミ

レ
ニ

ア
ム

大
型

客
船
が
相
次

ぎ
入
港
す
る
油
津
港

台
湾

サ
イ
ク
リ
ス
ト

▲
八

重
山

毎
日

新
聞

（
2
0
1
5
年

1
0
月

9
日

）

サ
イ
ク
ル
需

要
の
あ
る
ク
ル
ー
ズ
船

客

2
.日

南
海

岸
に
お
け
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
利

用
拡

大
の
兆

し

※
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ

14



第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題


日
南
海
岸
に
お
け
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
利
用
拡
大
へ
の
兆
し
が
あ
る
中
、
多
様
な
地
域
資
源
を
活
か

し
た
、
さ
ら
な
る
取

組
の
推

進
が
必

要

ま
と
め

日
南
海
岸
が
有
す
る
多
様
な
地
域
資
源

・
南

国
宮

崎
を

象
徴

す
る

自
然

豊
か

な
景

観
資

源
・
神

話
を

は
じ

め
と

し
た

歴
史

文
化

が
醸

成
し

た
個

性
的

な
観

光
資

源

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
気

運
の
高

ま
り

・
国

内
に

お
け

る
サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
普

及
・
日

南
海

岸
に

お
け

る
サ

イ
ク

リ
ン

グ
利

用
拡

大
の

兆
し

日
南
海
岸

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

取
組
推
進
！

15



連
続

的
な
ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
が
な
い

案
内
サ
イ
ン
が
な
い

現
在
地
が
不
明

駐
輪

ス
タ
ン
ド
が

限
定

的
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ

が
な
い

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ

イ
ド
が
い
な
い

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

な
ど
多

様
な
利

用
が
で
き
な
い

第
2
章

日
南

海
岸

の
現
状
と
課
題

①
国
内
外
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
へ
情
報
発
信
不
足

②
サ

イ
ク

リ
ス

ト
受

入
体

制
づ

く
り

へ
の

方
向

転
換

日
南
海

岸
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

課
題

国
内
外

積
極

的
情

報
発

信
が

必
要


日
南
海
岸
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
取
組
推
進
に
向
け
た
現
時
点
の
課
題

16



第
３
章

目
指
す
将
来
像

日
南
海
岸
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

17




日
南
海
岸
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て

日
南

海
岸

の
賑

わ
い
の
創

出
を
図

る

第
３
章

目
指

す
将

来
像

第
１
節

日
南
海
岸
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
に
向
け
た
基
本
理
念

③
魅

力
再

発
見

に
よ
る

新
た
な
観

光
ス
タ
イ
ル
創

出

①
明
確
化
さ
れ
た
自
転
車
走

行
空
間
と
確
立
さ
れ
た

走
行

サ
ポ
ー
ト
環

境

②
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
増

加
に
よ

る
新
た
な
需
要
拡
大

国
内

外
の

サ
イ

ク
リ

ス
ト

を
惹

き
つ

け
る

魅
力

あ
る

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド
の

あ
る

地
域

と
な

る
こ

と

国
内

外
の

サ
イ

ク
リ

ス
ト

が
訪

れ
る

こ
と

で
新

た
な

需
要

を
拡

大
す

る
地

域
と

な
る

こ
と

国
内

外
の

サ
イ

ク
リ

ス
ト

が
何

度
も

訪
れ

た
く
な

る
魅

力
あ

る
地

域
と

な
る

こ
と

第
2
節

目
指
す
将
来
像

第
3
節

将
来

像
を
描

く
計

画
期

間


将
来
像
を
描
く
計
画
期
間
は
今
後
概
ね
1
0
年
間

18



第
４
章

基
本
的
な
対
応
方
針

日
南
海
岸
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

19



第
１
節

日
南
海
岸
の
多
様
な
地
域
資
源
を
広
域
的
に
結
び
つ
け
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
の
提
供

①
レ
ベ
ル
を
考

慮

④
エ
リ
ア
特
色
を
反
映

②
交
通
拠
点
等
を
起
点
に
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
を
つ
な
ぐ

③
日
南
海
岸
周
辺
全
路
線
が
候
補

上
級

中
級

初
級

※
国
道
2
2
0
号
を
中
心
に
県
道
、

市
道

な
ど

も
対
象

飲
食
施
設

観
光

施
設

道
の

駅

港

駅


サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
、
日
南
海
岸
に
あ
る
多
様
な
地
域
資
源

を
十
分
に
活

か
す
た
め
、
５
つ
の
視
点
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
を
設
定

歴
史
文
化
を

感
じ
る

日
南
海
岸
の

景
観
を
楽
し
む

坂
道
に
挑
む

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

長
距
離

中
距
離

短
距
離

坂
道

ゆ
る
や
か

な
坂
道

平
坦

⑤
安

全
性

と
快

適
性

に
配

慮

ト
ン
ネ
ル
部
な
ど

は
迂
回
路
を
設
定

20




サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
設
定
5
つ
の
視
点
に
基
づ
い
た
1
2
ル
ー
ト

N
o.

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ル
ー

ト
名

走
行

距
離

レ
ベ

ル

1
宮

崎
市

南
部

海
岸

沿
い

・
長

距
離

ル
ー

ト
1
2
0
km

上
級

2
宮

崎
駅

～
い

る
か

岬
ル

ー
ト

①
2
9
km

②
2
7
km

中
級

3
青

島
・
堀

切
峠

・
ポ

タ
リ

ン
グ

向
け

ル
ー

ト
1
5
km

初
級

4
鵜

戸
神

宮
周

辺
ル

ー
ト

3
0
km

中
級

5
飫

肥
城

周
辺

歴
史

散
策

ル
ー

ト
①

2
3
km

②
2
0
km

中
級

6
季

節
限

定
、

神
楽

探
訪

ル
ー

ト
2
4
km

中
級

7
南

郷
川

流
域

を
ゆ

っ
た

り
走

る
コ

ー
ス

1
3
km

初
級

8
景

勝
地

を
巡

る
南

郷
・
海

岸
沿

い
ル

ー
ト

8
km

初
級

9
上

級
者

向
け

ヒ
ル

ク
ラ

イ
ム

ル
ー

ト
2
8
km

上
級

10
串

間
市

の
観

光
メ

ッ
カ

・
都

井
岬

周
遊

ル
ー

ト
2
5
km

中
級

11
本

城
干

潟
ポ

タ
リ

ン
グ

ル
ー

ト
1
5
km

初
級

12
福

島
川

・
水

路
橋

・
赤

池
渓

谷
ル

ー
ト

1
7
km

中
級

【
参
考
】

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
（
案

）

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針
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旧
軽

便
鉄

道
線

を
走

行

宮 崎 駅

小 内 海 駅

1
.宮

崎
市
南
部
海
岸
沿
い
・
長
距
離
ル
ー
ト

・
宮

崎
駅

～
J
R

串
間

駅
付

近
ま

で
、

海
岸

沿
い

を
走

行
・
ロ

ン
グ

ラ
イ

ド
、

上
級

者
向

け
ル

ー
ト

2
.宮

崎
駅
～

い
る
か
岬

ル
ー
ト

・
宮

崎
駅

か
ら

宮
崎

市
南

端
（
い

る
か

岬
）
ま

で
を

走
行

・
堀

切
峠

付
近

は
勾

配
が

き
つ

い
が

、
景

勝
地

・
休

憩
地

が
豊

富
・
ト

ロ
ピ

カ
ル

ロ
ー

ド
、

旧
軽

便
鉄

道
線

は
高

低
差

が
少

な
く
景

観
も

良
い

国
道

か
ら

の
分

岐
点

新
道

・
旧

道
の

分
岐

点
等

に
誘

導
案

内
が

必
要

路
肩

が
狭

く
、

退
避

す
る

ス
ペ

ー
ス

空
間

に
乏

し
い

た
め

走
行

時
に

注
意

が
必

要

串
間

市
区

間
、

都
井

岬
周

辺
は

勾
配

が
き

つ
い

日
南

海
岸

～
志

布
志

湾
ま

で
、

宮
崎

県
南

部
の

景
観

を
象

徴
す

る
海

岸
ル

ー
ト

を
走

行

走
行

距
離

：
1
2
0
㎞

①
走

行
距

離
：

2
9
㎞

宮 崎 駅

串 間 駅

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0 0

10
0 80 60 40 20 0

10
0 80 60 40 20 0

青 島 神 社

油 津 港

最
高

地
点

：2
35

ｍ
(都

井
岬

灯
台
)

●
●

最
高

地
点

：
26

ｍ

②
走

行
距

離
：

2
7
㎞

①

●
●

●
●

総
合

運
動

公
園

・
海

岸
線

、
国

道
2
2
0
号

、
道

の
駅

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

を
走

行

宮 崎 駅

小 内 海 駅

②
最

高
地

点
：
70

ｍ
(堀

切
峠
)

道 の 駅

フ ェ ニ ッ ク ス

●

青 島 神 社
●

●
●

上
級

中
級

※
ト

ン
ネ

ル
部

は
可

能
な

限
り

迂
回

（
１
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
案

）
第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針
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3
.青

島
・
堀
切
峠
・
ポ
タ
リ
ン
グ
向

け
ル
ー
ト

・
堀

切
峠

付
近

は
、

海
岸

沿
い

（
旧

軽
便

鉄
道

線
）
を

走
行

・
高

低
差

が
少

な
く
見

ど
こ

ろ
が

多
い

た
め

ポ
タ

リ
ン

グ
に

最
適

・
J
R

駅
を

拠
点

（
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

・輪
行

利
用

）
と

し
た

ル
ー

ト

4
.鵜

戸
神

宮
周

辺
ル
ー
ト

・
日

南
市

鵜
戸

神
宮

周
辺

を
走

る
ル

ー
ト

・
鵜

戸
神

宮
付

近
～

油
津

間
は

整
備

さ
れ

て
お

り
、

走
行

し
や

す
い

・
J
R

駅
を

拠
点

（
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

・輪
行

利
用

）
と

し
た

ル
ー

ト
・
油

津
港

が
あ

る
た

め
海

外
か

ら
の

観
光

客
も

見
込

め
る

初
心

者
・
ポ

タ
リ

ン
グ

向
け

と
し

て
堀

切
峠

付
近

は
、

高
低

差
の

少
な

い
海

岸
沿

い
を

走
行

鵜
戸

神
宮

付
近

～
油

津
港

の
国

道
22

0
号

は
、

整
備

さ
れ

て
お

り
走

行
し

や
す

い

青
島

・
堀

切
峠

エ
リ

ア
と

比
べ

、
観

光
地

や
休

憩
地

が
連

続
し

て
い

な
い

た
め

、
観

光
よ

り
も

走
行

そ
の

も
の

を
楽

し
む

ル
ー

ト
と

い
え

る

走
行

距
離

：
1
5
㎞

走
行

距
離

：
3
0
㎞

小 内 海 駅

油 津 駅

木 花 駅

内 海 駅

10
0 80 60 40 20 0

10
0 80 60 40 20 0

青 島 神 社
最

高
地

点
：
10

ｍ

●
●

●
●

●

鵜 戸 神 宮
●

最
高

地
点

：
50

ｍ
い る か 岬

●

初
級

中
級

（
１
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
案

）

※
ト

ン
ネ

ル
部

は
可

能
な

限
り

迂
回

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

23



5
.飫

肥
城
周
辺
歴
史

散
策

ル
ー
ト

6
.季

節
限
定

、
神

楽
探

訪
ル
ー
ト

・
潮

獄
神

社
や

猪
八

重
渓

谷
を

巡
る

山
道

の
ル

ー
ト

・
神

楽
の

時
期

に
あ

た
る

夏
～

秋
の

訪
問

を
推

奨
・
猪

八
重

渓
谷

ま
で

は
徒

歩
だ

が
、

入
口

の
駐

車
場

に
駐

輪
可

能

J
R

線
南

側
の

ル
ー

ト
は

車
の

通
行

量
が

少
な

く
走

り
や

す
い

道
の

駅
酒

谷
ま

で
は

1
.5

㎞
程

度
の

勾
配

が
あ

る

徒
歩

区
間

。
猪

八
重

渓
谷

入
口

の
駐

車
場

に
駐

輪
可

能

坂
本
棚
田

酒
谷

川
流

域
ル

ー
ト

飫
肥

駅
前

を
走

行

①
走

行
距

離
：
2
3
㎞

走
行

距
離

：
2
4
㎞

飫 肥 駅

猪 八 重

渓 谷

油 津 駅

道 の 駅

酒 谷

潮 獄 神 社

日
南

市
役

所
前

を
走

行

油 津 駅

道 の 駅

酒 谷

・
飫

肥
駅

、
油

津
駅

を
拠

点
と

し
て

走
行

・
道

の
駅

酒
谷

ま
で

は
木

陰
が

多
く
、

1
.5

㎞
程

度
の

勾
配

が
あ

る
・
日

南
市

役
所

の
前

を
通

る
ル

ー
ト

（
国

道
2
2
2
号

）
は

車
の

通
行

が
少

な
い

20
0

16
0

12
0 80 40 0

10
0 80 60 40 20 0

20
0

16
0

12
0 80 40 0●

●

●

最
高

地
点

：
18

5ｍ

最
高

地
点

：
95

ｍ

●

●

① ②

飫 肥 駅
●

最
高

地
点

：
18

5ｍ
日 南

市 役 所
●

●

②
走

行
距

離
：
2
0
㎞

中
級

中
級

（
１
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
案

）

※
ト

ン
ネ

ル
部

は
可

能
な

限
り

迂
回

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

24



7
.南

郷
川
流
域
を
ゆ
っ
た
り
走
る
コ
ー
ス

・
な

だ
ら

か
な

道
が

続
き

、
通

行
量

の
少

な
く
ポ

タ
リ

ン
グ

に
向

い
て

い
る

・
小

中
学

校
や

公
民

館
、

郵
便

局
な

ど
が

あ
る

エ
リ

ア
を

走
行

す
る

・
榎

原
駅

に
向

か
う

途
中

に
は

縁
結

び
の

榎
原

神
社

が
あ

る

8
.景

勝
地
を
巡
る
南
郷
・
海
岸
沿
い
ル
ー
ト

・
と

る
ぱ

が
多

数
あ

り
、

風
景

の
美

し
さ

を
味

わ
え

る
ル

ー
ト

・
南

郷
駅

～
外

之
浦

港
に

勾
配

が
あ

り
、

中
級

者
向

け

縁
結

び
の

ご
利

益
の

あ
る

榎
原

神
社

緩
や

か
な

勾
配

小
中

学
校

や
公

民
館

、
郵

便
局

な
ど

が
あ

る

勾
配

あ
り

走
行

距
離

：
1
3
㎞

走
行

距
離

：
8
㎞

南 郷 駅

夫 婦 浦

パ ー キ ン グ

大 堂 津 駅

榎 原 駅

10
0 80 60 40 20 0

10
0 80 60 40 20 0

●
●

●
●

外 之 浦 港
●

最
高

地
点

：
80

ｍ
道 の 駅

な ん ご う

最
高

地
点

：
50

ｍ

榎 原 神 社

●

●

初
級

初
級

（
１
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
案

）

※
ト

ン
ネ

ル
部

は
可

能
な

限
り

迂
回

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針
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9
.上

級
者

向
け
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
ル
ー
ト

・
串

間
市

県
道

4
3
9
、

4
4
0
号

を
走

る
ル

ー
ト

・
つ

づ
れ

折
が

連
続

す
る

山
道

・
走

行
自

体
が

目
的

の
上

級
者

向
け

ル
ー

ト

1
0
.
串

間
市

の
観

光
メ
ッ
カ
・
都

井
岬

周
遊

ル
ー
ト

・
串

間
市

の
最

南
端

、
都

井
岬

を
走

る
ル

ー
ト

・
国

の
天

然
記

念
物

の
蘇

鉄
の

群
生

地
や

御
崎

馬
を

見
る

こ
と

が
で

き
る

・
都

井
岬

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

や
都

井
岬

灯
台

な
ど

の
観

光
ス

ポ
ッ

ト
あ

り

勾
配

あ
り

き
つ

い
勾

配
が

続
く
険

し
い

ル
ー

ト
。

走
行

自
体

が
目

的
の

上
級

者
向

け
ル

ー
ト

勾
配

の
ピ

ー
ク

国
の

天
然

記
念

物
で

あ
る

蘇
鉄

の
群

生
地

お
よ

び
御

崎
馬

の
生

息
地

走
行

距
離

：
2
8
㎞

走
行

距
離

：
2
5
㎞

串 間 駅

都 井 岬 灯 台

道 の 駅

な ん ご う

串 間 駅

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0 0

50
0

40
0

30
0

20
0

10
0 0

●
●

●

●

最
高

地
点

：
21

0ｍ

最
高

地
点

：
23

5ｍ

上
級

中
級

（
１
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
案

）

※
ト

ン
ネ

ル
部

は
可

能
な

限
り

迂
回

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針
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1
1
.本

城
干
潟
ポ
タ
リ
ン
グ
ル
ー
ト

・
県

南
最

大
の

干
潟

、
本

城
干

潟
周

辺
を

走
る

ル
ー

ト
。

本
城

干
潟

は
「日

本
の

重
要

湿
地

5
0
0
」
、

「
全

国
干

潟
5
0
選

」
の

一
つ

・
勾

配
が

な
く
、

な
だ

ら
か

な
ル

ー
ト

で
走

行
し

や
す

い

1
2
.福

島
川
・
水
路
橋
・
赤
池
渓
谷
ル
ー
ト

・
串

間
駅

～
赤

池
渓

谷
間

を
走

行
・
福

島
川

沿
い

に
桜

並
木

が
あ

る
・
水

路
橋

、
渓

谷
と

自
然

豊
か

な
ス

ポ
ッ

ト
が

あ
る

・
J
R

駅
を

拠
点

（
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

・輪
行

利
用

）
と

し
た

ル
ー

ト

福
島

川
沿

い
に

桜
並

木
が

あ
る

県
南

最
大

の
干

潟
・
本

城
干

潟
。

「
日

本
の

重
要

湿
地

50
0
」
、

「
全

国
干

潟
5
0
選

」
に

選
ば

れ
て

い
る

勾
配

が
な

く
、

な
だ

ら
か

な
ル

ー
ト

で
走

行
し

や
す

い

明
治

4
0
年

に
完

成
し

、
今

で
も

現
役

で
活

躍
し

て
い

る
水

路
橋

。
手

掘
り

の
用

水
路

を
見

る
事

が
で

き
る

走
行

距
離

：
1
5
㎞

走
行

距
離

：
1
7
㎞

小 内 海 駅

赤 池 渓 谷

串 間 駅

串 間 駅

本 城 干 潟

一 里 崎

海 水 浴 場

10
0 80 60 40 20 0

20
0

16
0

12
0 80 40 0●

●

●
●

最
高

地
点

：
40

ｍ
日 向

北 方 駅

最
高

地
点

：
10

5ｍ

●
●

●

真 萱
水 路 橋

●

初
級

中
級

（
１
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
案

）

※
ト

ン
ネ

ル
部

は
可

能
な

限
り

迂
回

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針
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
広

域
的

か
つ
総

合
的

な
取

組
と
し
て
6
つ
の
取
組
を
推

進

第
2
節

日
南

海
岸

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
支

え
る
広

域
的

か
つ
総

合
的

な
取

組
の
推

進

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

①
日

南
海

岸
の
実

情
に
応

じ
た
自

転
車

走
行

空
間

の
整

備
•

既
存

道
路

用
地

を
活

か
し

た
整

備
推

進
•

走
行

環
境

を
向

上
さ

せ
る

新
技

術
の

活
用

推
進

②
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
ニ
ー
ズ
に
配

慮
し
た
サ
ポ
ー
ト
環

境
の
拡

充
•

様
々

な
シ

ー
ン

を
想

定
し

た
サ

ポ
ー

ト
環

境
の

整
備

推
進

•
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

を
案

内
・
誘

導
す

る
サ

イ
ン

整
備

推
進

③
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
利

便
性

を
高

め
る
取

組
の
推

進
•

多
様

な
媒

体
で

有
益

情
報

を
発

信
す

る
仕

組
み

や
気

軽
に

自
転

車
を

乗
入

れ
で

き
る

利
便

性
の

高
い

地
域

づ
く
り

促
進

•
初

心
者

か
ら

上
級

者
ま

で
気

軽
に

ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

で
き

る
取

組
促

進

④
地

域
交

流
に
よ
る
憩

い
や
く
つ
ろ
ぎ
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
•

国
内

外
ｻ

ｲ
ｸ
ﾘ
ｽ

ﾄが
憩

い
、

く
つ

ろ
ぐ

こ
と

が
で

き
る

場
づ

く
り

“
お

も
て

な
し

”
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
情

報
発

信
の

促
進

⑤
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の
充

実
・
拡

大
に
よ
る
交

流
の
促

進
•

既
存

大
会

の
運

営
促

進
及

び
イ

ベ
ン

ト
開

催
の

波
及

効
果

を
効

果
的

に
取

り
込

め
る

よ
う

な
地

域
の

一
体

的
な

取
組

促
進

⑥
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普

及
・
拡

大
を
通

し
た

地
域

振
興

の
新

た
な
取

組
•

官
民

一
体

と
な

っ
た

新
た

な
取

組
や

地
域

と
サ

イ
ク

リ
ス

ト
の

交
流

の
橋

渡
し

を
担

う
人

材
育

成
の

促
進
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第
2
節

日
南

海
岸

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
支

え
る
広

域
的

か
つ
総

合
的

な
取

組
の
推

進

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

①
日
南
海
岸
の
実
情
に
応
じ
た
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備

Ｎ
Ｏ

内
容

例

1
連

続
的

な
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
設

置
（
コ
ー
ス
、
主

要
地

ま
で
の
距

離
等

を
明

示
）

2
快

適
な
自

転
車

走
行

の
た
め
の
段

差
解

消
3

走
り
や
す
い
自
転
車
用
道
路
へ
の
改

良
（
自
転
車
通
行
幅
員
の
確
保
）

4
自

転
車

専
用

道
路

の
整

備
（
自

動
車

、
歩

行
者

と
の
分

離
）

▲
ブ

ル
ー

ラ
イ

ン
事

例
（
し

ま
な

み
海

道
）
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【
参
考
】
自
転
車
走
行
空
間
整
備
検
討
状
況

参
考
①
：
交
通
状
況
と
道
路
状
況
を
踏
ま
え
た
整
備
形
態
選
定
の
考
え
方

交
通

状
況

・
速
度
：
市
街
地
部
は
4
0
㎞
/
h
以
下
と
速
度
が
低
く
、
郊
外
部
は
4
0
㎞
/
h
以
上
と
高
い

・
自
動
車
交
通
量
：
国
道
は
4
0
0
0
台
/
日
以
上
の
区
間
が
多
い

道
路

状
況

・
路
肩
幅
員
、
自
歩
道
幅
員
が
狭
い
区
間
が
多
い

自
転

車
通

行
空

間
・
未
整
備

①
現
状

②
課
題

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

※
に

基
づ

き
、

自
転

車
通

行
空

間
を

早
期

整
備

す
る

場
合

の
課

題


交
通
状
況
、
道
路
状
況
よ
り
、
「
自
転
車
道
」
「
自
転
車
専
用
通
行
帯
」
で
整
備
す
る
区
間
が
存
在


路
肩
幅
員
、
自
歩
道
幅
員
が
狭
く
、
既
存
道
路
用
地
内
で
の
道
路
空
間
再
配
分
や
道
路
拡
幅
に
よ
る

「
自
転
車
道
」
、
「
自
転
車
専
用
通
行
帯
」
の
早
期
整
備
は
困
難

③
対
応

※
上

記
は

国
道
22
0号

を
代

表
例

と
し

て
記

載

【
内

容
例

（
再

掲
）
】

上
記

課
題

を
踏

ま
え

た
整

備
形

態
の

考
え

方
検

討
が

必
要


安
全
面
等
に
配
慮
し
た
場
合
、
整
備
形
態
の
考
え
方
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
同
一
が
望
ま
し
い


早
期
整
備
に
向

け
た
当
面
の
対
応

※
は
既
存
道
路
用
地
内
で
対
応
可
能
な
「
車
道
混
在
」
が
現
実
的


そ
の
場
合
、
日
南
海
岸
に
お
け
る
「
車
道
混
在
」
の
考
え
方
が
必
要

※
東

九
州

道
開

通
に

よ
る

整
備

効
果

が
発

現
す

る
ま

で

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

※
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

創
出

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
平

成
24

年
11

月
国

土
交

通
省

道
路

局
、

警
察

庁
交

通
局

）
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矢
羽

根
型

路
面

表
示

ブ
ル

ー
ラ

イ
ン

概
要

更
新

頻
度

•
自

動
車

の
車

輪
と

の
摩

擦
で

薄
く
な

る
こ

と
に

よ
り

、
更

新
頻

度
が

高
く
な

る
•

外
側

線
の

更
新

頻
度

と
同

程
度

施
工

性
•

矢
羽

根
型

に
成

形
す

る
必

要
が

あ
り

、
10

m
置

き
に

配
置

す
る

た
め

施
工

ス
ピ

ー
ド

は
遅

い
•

連
続

し
た

線
で

あ
り

、
施

工
ス

ピ
ー

ド
は

速
い

通
行

空
間

•
自

転
車

と
ド

ラ
イ

バ
ー

の
双

方
に

、
自

転
車

通
行

位
置

を
示

し
、

実
質

的
に

自
転

車
が

通
行

す
る

幅
や

方
向

を
示

す

•
自

転
車

の
通

行
位

置
が

左
側

端
で

あ
る

こ
と

を
示

す
も

の
で

、
実

質
的

な
幅

を
示

す
も

の
で

は
な

い


検

討
委
員
会

※
の
提
言
（案

）で
は
「車

道
混
在
」の

場
合
、
矢
羽
根
型
路
面
表
示
を
採
用


日
南
海
岸
で
は
維
持
管
理
を
含
め
た
コ
ス
ト
、
施
工
ス
ピ
ー
ド
の
観
点
か
ら
矢
羽
根
型
路
面
表
示

と
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
の
両
方
採
用
を
比
較
検
討


具
体
の
整
備
方
針
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
後
に
再
検
討
予
定

宮
崎
市

し
ま
な
み
海
道

•
10

m
間

隔
に

整
備

•
青

色
系

•
通

行
位

置
と

進
行

方
向

を
明

示

•
外

側
線

沿
い

の
車

線
側

に
整

備
•

青
色

系

•
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

で
あ

る
こ

と
を

明
示

参
考
②
：
日
南
海
岸
に
お
け
る
「
車
道
混
在
」
の
場
合
の
整
備
の
考
え
方

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

※
安

全
で

快
適

な
自

転
車

利
用

環
境

創
出

の
促

進
に

関
す

る
検

討
委

員
会
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第
2
節

日
南
海
岸
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
支
え
る
広
域
的
か
つ
総
合
的
な
取
組
の
推
進

第
４
章

基
本
的
な
対
応
方
針

②
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
ニ
ー
ズ
に
配

慮
し
た
サ
ポ
ー
ト
環

境
の
拡

充

Ｎ
Ｏ

内
容

例

1
案
内
誘
導
サ
イ
ン
の
設
置
（位

置
、
ト
イ
レ
、
駐
輪
場
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
道
路
勾
配
等
）

2
適

切
な
間

隔
で
の
ト
イ
レ
施

設
確

保
3

駐
輪
ス
ペ
ー
ス
確
保

4
駐
輪
ス
タ
ン
ド
設
置

5
適

切
な
間

隔
で
の
空

気
入

れ
、
工

具
等

設
備
配

置
6

適
切

な
間

隔
で
の
休

憩
施

設
の
設

置

▲
サ
イ
ン
事
例
（
し
ま
な
み
海
道
）

▲
駐
輪
ス
タ
ン
ド
事
例
（
宮
崎
市
デ
モ
ン
・
デ
・
マ
ル
シ
ェ
）
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【
先
進
事
例

紹
介
】

案
内
誘

導
サ
イ
ン
の
設

置

事
例
①
：
看
板
式
案
内
誘
導
サ
イ
ン
の
事
例


サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
路
線
上
に
、
看
板
式
の
案
内
誘
導
サ
イ
ン
を
設
置
す
る
事
例
が
あ
る
。


「コ

ー
ス
案
内
サ
イ
ン
」「
通
行
方
法
案
内
サ
イ
ン
」「
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
案
内
サ
イ
ン
」の

３
種
類
が
主
。

■
案
内
誘
導
サ
イ
ン
に
つ
い
て

種
類

項
目

内
容

コ
ー

ス
案

内
サ

イ
ン

位
置

•
交

差
点

手
前

•
コ

ー
ス

分
岐

点
手

前
•

案
内

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
単

路
部

•
縦

断
勾

配
が

き
つ

い
箇

所

内
容

•
終

点
ま

で
の

距
離

•
縦

断
勾

配

通
行

方
法

案
内

サ
イ

ン
位

置
•

通
行

方
法

に
注

意
が

必
要

と
な

る
箇

所
（
橋

梁
部

、
ト

ン
ネ

ル
部

な
ど

）

内
容

•
通

行
方

法

休
憩

ス
ポ

ッ
ト

案
内

サ
イ

ン
位

置
•

ト
イ

レ
、

駐
輪

場
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
の

休
憩

ス
ポ

ッ
ト

手
前

内
容

•
休

憩
ス

ポ
ッ

ト
で

利
用

で
き

る
設

備
案

内
（
ト

イ
レ

、
給

水
、

空
気

入
れ

等
）

【
参

考
】
し
ま
な
み

海
道

の
サ

イ
ン

ｺ
ｰ

ｽ
案

内
ｻ

ｲ
ﾝ
（
縦

断
勾

配
）

通
行

方
法

案
内

ｻ
ｲ
ﾝ
（
橋

梁
）

休
憩

ｽ
ﾎ

ﾟｯ
ﾄ案

内
ｻ

ｲ
ﾝ

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針
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
交
差
点
手
前
や
コ
ー
ス
の
分
岐
点
手
前
で
は
、
路
面
上
に
終
点
ま
で
の
方
向
と
距
離
を
示
す
路

面
表
示
シ
ー
ト
を
設
置
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
案
内
を
行
う
事
例
が
あ
る
。


路
面
表
示
シ
ー
ト
の
間
隔
が
あ
く
場
合
は
、
単
路
部
に
お
い
て
も
路
面
表
示
シ
ー
ト
を
設
置
し
、
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
事
例
も
あ
る
。

【
事

例
】
し
ま
な
み

海
道

の
路

面
表

示
シ
ー
ト

■
路
面
表
示
シ
ー
ト
に
つ
い
て

項
目

内
容

整
備

対
象

•
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

全
線

位
置

•
自

転
車

通
行

空
間

内
•

交
差

点
手

前
、

コ
ー

ス
分

岐
点

手
前

•
路

面
表

示
シ

ー
ト

が
設

置
さ

れ
て

い
な

い
単

路
部

幅
員

•
20

cm
程

度

色
•

白
地

に
青

文
字

事
例
②
：
路
面
シ
ー
ト
式
案
内
誘
導
サ
イ
ン
事
例

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針
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第
2
節

日
南

海
岸

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
支

え
る
広

域
的

か
つ
総

合
的

な
取

組
の
推

進

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

③
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
利
便
性
を
高
め
る
取
組
の
推
進

Ｎ
Ｏ

内
容

例

1
わ
か
り
や

す
い
サ

イ
ク
ル
マ
ッ
プ
作
成

2
多
様
な
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
（Ｈ

Ｐ
等
）

3
緊

急
時

出
張

サ
ー
ビ
ス
開

始
（
自

転
車

屋
等

）
4

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
、
サ
イ
ク
ル
バ
ス
等
サ
ー
ビ
ス
開
始

5
駅
周
辺
等
に
着
替
え
室
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
設
置

6
利
用
者
が
立
ち
寄
り
や
す
い
宿
泊
施
設
サ
ー
ビ
ス
開
始

（
一

時
預

か
り
、
部

屋
持

込
可

、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
室
等

）
7

レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
サ

ー
ビ
ス
（
規

模
・
運

営
）

8
自

転
車

運
転

マ
ナ
ー
向

上
策

の
推

進

▲
サ

イ
ク

ル
ト

レ
イ

ン
事

例
▲

サ
イ

ク
リ

ン
グ

マ
ッ

プ
事

例
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第
2
節

日
南

海
岸

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
支

え
る
広

域
的

か
つ
総

合
的

な
取

組
の
推

進

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

④
地

域
交

流
に
よ
る
憩

い
や
く
つ
ろ
ぎ
サ
ー
ビ
ス
の
提

供

Ｎ
Ｏ

内
容

例

1
利

用
者

が
立

ち
寄

り
や

す
い
飲

食
店

、
温

泉
施

設
、
宿

泊
施

設
等

の
情

報
提

供
2

道
の
駅

、
港

の
駅

等
と
の
連

携
し
た
取

組
み

3
外

国
客
が
宿

泊
可
能
な
環
境
の
整
備
推
進

▲
飛

騨
里

山
サ

イ
ク

リ
ン

グ
Ｈ

Ｐ
▲

奈
良

サ
イ

ク
リ

ン
グ

Ｈ
Ｐ

出
典

：
奈

良
県

自
転

車
利

用
総

合
案

内
サ

イ
ト

出
典

：
飛

騨
里

山
サ

イ
ク

リ
ン

グ
Ｈ

Ｐ
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第
2
節

日
南

海
岸

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
支

え
る
広

域
的

か
つ
総

合
的

な
取

組
の
推

進

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

⑤
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
・
拡
大
に
よ
る
交
流
の
促
進

Ｎ
Ｏ

内
容

例

1
走
行
会
、
ア
ー
ス
ラ
イ
ド
開
催
（小

・中
規
模
イ
ベ
ン
ト
）

2
ツ
ー
ル
ド
日

南
大

会
開

催
（
大

規
模

イ
ベ
ン
ト
）

▲
ア

ー
ス

ラ
イ

ド
宮

崎
▲

ジ
ャ

パ
ン

カ
ッ

プ
（
宇

都
宮

市
）
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第
2
節

日
南

海
岸

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
支

え
る
広

域
的

か
つ
総

合
的

な
取

組
の
推

進

第
４
章

基
本

的
な
対
応
方
針

⑥
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
・
拡
大
を
通
し
た
地
域
振
興
の
新
た
な
取
組

Ｎ
Ｏ

内
容

例

1
サ

イ
ク
ル
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
育
成

2
沿

線
施

設
と
連

携
し
た
特

典
制

度
の
導

入
3

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
開

設
4

観
光
協
会
や
観
光
施
設
等
と
の
連
携
企
画

5
旅
行
会
社
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
（日

南
サ
イ
ク
ル
を
メ
イ
ン
と
し
た
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
企
画
）

▲
北

海
道

ガ
イ

ド
と

巡
る

美
瑛

の
丘

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ツ
ア

ー
Ｈ

Ｐ
▲

北
海

道
そ

ら
ち

い
し

か
り

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ツ
ア

ー

出
典

：
L
e
t‘

s 
ほ

っ
か

い
ど

う
そ

ら
ち

+
い

し
か

り
de

 サ
イ

ク
リ

ン
グ

Ｈ
Ｐ
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第
５
章

構
想
の
実
現
に
向
け
て

日
南
海
岸
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
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短
中
長
期
な
視
点
で
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
効
率
的
か
つ
重
点
的
な
取
組
推
進

短
中
長
期
な
視
点
で
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
効
率
的
か
つ
重
点
的
な
取
組
推
進

第
５
章

構
想

の
実

現
に
向

け
て

民
間

事
業

者

Ｎ
Ｐ

Ｏ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

国
・
地

方
公

共
団

体

自
転
車
走

行
空
間

走
行
サ
ポ
ー
ト
環
境

利
便

性
高

め
る
取

組
憩

い
く
つ
ろ
ぎ
サ
ー
ビ
ス

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト

地
域

振
興
へ
の
新
た
な
取
組

ハ
ー

ド
ソ

フ
ト

一
体
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日南海岸サイクルツーリズム協議会 名簿 

 

平成２８年２月２３日現在 

 

◎会長、○副会長、※１企画部会長、※２整備部会長 

 

宮崎市長                     戸敷 正 

日南市長                     﨑田 恭平◎ 

串間市長                     野辺 修光 

宮崎県総合政策部 次長              金子 洋士 

宮崎県商工観光労働部観光経済交流局長       武田 宗仁 

宮崎県県土整備部技術次長（道路・河川・港湾担当） 東 憲之介 

国土交通省九州地方整備局宮崎河川国道事務所長   竹林 秀基○ 

宮崎大学地域資源創成研究センター 教授      熊野 稔 ※１ 

宮崎大学地域資源創成研究センター 教授      出口 近士※２ 

（敬称略） 

（事務局） 

日南市建設課、国土交通省九州地方整備局宮崎河川国道事務所交通対策課 
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日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会 名簿 

 

平成２８年２月２３日現在 

 

◎会長、○副会長 

 

宮崎大学地域資源創成研究センター 教授    熊野 稔◎ 

日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会 会長  長友 治○ 

道の駅「なんごう」駅長      横山 正 

道の駅「フェニックス」駅長     金子 雄希 

宮崎県サイクリング協会 会長     松村 隆 

宮崎市サイクリング協会 会長     鈴木 一成 

日南市サイクリング協会 会長     坂口 衛 

串間市サイクリング協会 会長     崎村 英樹 

宮崎商工会議所 課長      長谷川 主税 

日南商工会議所 事務局長兼業務課長    枡屋 泰知 

串間商工会議所 経営指導員     清水 裕一郎 

宮崎市観光協会 事務局長     髙島 弘行 

日南市観光協会 事務局長     河野 良則 

串間市観光協会 事務局長     桐山 文子 

宮崎市 観光商工部 スポーツランド推進室 室長   宮本 兼治 

日南市 地域振興課長      柳沼平八郎 

日南市 観光・スポーツ課長     黒岩 保雄 

串間市 生涯学習課長      増田 仁 

串間市 商工観光スポーツランド推進課長    高橋 一哉 

宮崎県 総合政策部 総合交通課長    野口 和彦 

宮崎県 商工観光労働部 観光経済交流局 観光推進課長  福嶋 清美 

国土交通省 九州地方整備局 宮崎河川国道事務所 交通対策課長 那須 一彦 

（オブザーバー） 

宮崎県警察本部 交通規制課 規制補佐              黒田雄一郎 

宮崎南警察署 交通課長                     佐藤 健次 

日南警察署 交通課長                      谷 清徳 

串間警察署 地域交通課長                    永山 貴広 

（敬称略） 

（事務局） 

宮崎市スポーツランド推進室、日南市建設課、串間市商工観光スポーツランド推進課 

42



日南海岸サイクルツーリズム協議会 整備部会 名簿 

 

平成２８年２月２３日現在 

 

◎会長、○副会長 

 

宮崎大学地域資源創成研究センター 教授    出口 近士◎ 

宮崎県サイクリング協会 会長     松村 隆 

宮崎市サイクリング協会 会長     鈴木 一成 

日南市サイクリング協会 会長     坂口 衛 

串間市サイクリング協会 会長     崎村 英樹 

宮崎市 都市整備部 都市計画課長    川崎 剛嗣 

日南市 建設課長      安藤 丈喜 

串間市 都市建設課長      武田 修 

宮崎県 県土整備部 技術企画課長     木下 啓二 

宮崎土木事務所 課長      江藤 彰泰 

日南土木事務所 課長      黒木 正行 

串間土木事務所 課長      鈴木 宣生 

国土交通省 九州地方整備局 宮崎河川国道事務所 交通対策課長 那須 一彦○ 

（オブザーバー） 

宮崎県警察本部 交通規制課 規制補佐              黒田雄一郎 

宮崎南警察署 交通課長                     佐藤 健次 

日南警察署 交通課長                      谷 清徳 

串間警察署 地域交通課長                    永山 貴広 

（敬称略） 

（事務局） 

国土交通省九州地方整備局宮崎河川国道事務所交通対策課 
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日南海岸サイクルツーリズム協議会における検討経緯 

 

平成２８年２月２３日現在 

平成２７年１０月３０日 

 第１回日南海岸サイクルツーリズム協議会 

  ・協議会設置について 

  ・自転車関連施策の現状 

  ・近年の県南地域における取組事例 

  ・今後の取組について 

 

平成２７年１２月１５日～平成２７年１２月２５日 

 日南海岸サイクルツーリズム魅力発掘調査（企画部会アンケート） 

  ・日南海岸サイクルツーリズムにおける魅力スポット 

  ・魅力スポットを効果的に周遊するためのサイクリングコース 

  ・サイクリストの利便性、快適性を向上させるためのアイデア 

 

平成２８年１月１５日 

 第１回日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会 

  ・日南海岸の現状 

  ・目指す将来像 

  ・サイクリングルート 

  ・取組内容 

  ・今後の計画 

 

平成２８年２月１日 

 第１回日南海岸サイクルツーリズム協議会 整備部会 

  ・企画部会の協議結果確認 

  ・自転車走行環境に関する取組 

  ・自転車走行へのサポート環境 

  ・今後の計画 

 

平成２８年２月２３日 

 第２回日南海岸サイクルツーリズム協議会 

  ・日南海岸サイクルツーリズム構想（案） 

  ・次年度の取組について 

・「寄ってねポイント（休憩スポット）」の提案 
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